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30 年 3月号 

自治協議会設立の最終委員会 
 ２月２日、自治協議会設立に向けての最終委員会が 

開かれ３月４日に開催する設立総会の内容について確 

認した。内容は、総会資料、役員の確認、総会当日の 

役割分担、設立記念品の決定などを行った。 

 自治協議会設立後、自治センター運営協議会、自治 

協議会設立準備委員会は解散となる。 

 総会は、設立準備委員の区長会・企画推進員・各区 

代表委員・各部会役員・各団体役員・各区組長などの 

出席で開催される。 

ふれあい広場でカルタ取り 
 ふれあい広場第１班(緑川喜三副班長)は１４日利 

用者とボランティア計３３名で、２月の行事を行っ 

た。今回は石川町を読み込んだ「いしかわまち郷土 

かるた」と山橋地区を読み込んだ「ふるさとかるた」 

を４回楽しんだ。２回目の郷土かるたの成績は、 

１位は高原フミさん ２１枚、２位 矢内ミツエさ 

んと芳賀春子さん １５枚でした。２月の誕生会は 

添田ハルさん 添田キミさんでした。 

ＰＣ教室 １年の予定を終了 
 山橋自治センターパソコン教室(須藤光夫代表)は、２２日２０ 

回の全課程の予定をおえ、閉講式を行った。 

 今年度の良かった点、反省点などを話し合った。今年度は文化 

祭のポスターや年賀状の作成に取り組んだ。 

来年度も分かり易い教室で実施することが要望として出された。 

３月の主な行事 

日 曜 行 事 予 定 備考 日 曜 行 事 予 定 備考 

４ 日 自治協議会設立総会  16 金 豊遊塾移動研修  

9 金 ふれあい事前会議  23 火 青少協役員会  

14 水 ふれあい広場  30 金 自治協議会監査・役員会  
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健寿大学で閉講式 

 健寿大学(高原栄紹委員長)は２０日、２５名 

の参加で閉講式を行った。平成２９年度の事業 

報告と３０年度の事業計画を審議、賛成多数で 

了承された。事業については、ほぼ満足とのこ 

とでした。 

センターでは来年も長寿会と共催による講座 

を開設しますので多くの方々の参加をお待ちし 

ております。 

 会議終了後、寒さに縮こまった体をほぐすため 

５組に分かれて「輪投ゲーム」をした。 

２ゲーム合計の成績は次のとおり。 １位 水野勝男さん８４点 ２位 大竹マサ子さん７４点  

３位 小湊ミドリさん７１点でした。来年は 5月からスタートします。 

みそづくり講習会開催 
 まちづくり委員会産業おこし部会(大平周一 

部会長)は毎年恒例となっているみそづくり講 

習会を開催した。１５．１６.１７日の３日間 

は、麹を作った。１８日は１８人の参加で大豆 

を蒸して機械でつぶし、先日作った麹と手で混 

ぜ合わせ本格的な手作り味噌をつくった。 

半年以上寝かせると美味しい味噌が食べられる 

とのこと。お楽しみに 

 

自治センターではスポーツ大会、敬老会、文化祭の三大事業のほか、下記の事業を予定しています。 

興味のある方は是非参加してみてください。「またこんな事をしてみたい。」と思う人は自治センター 

に意見をお寄せください。 

 

 室 名 期 間 対 象 者 活 動 内 容 

健寿大学 ５月～２月 高 齢 者 
長寿会と共催。健康な日常生活を送るため、各種講

座や実技を通じてお互いの親睦・交流を図る。 

豊遊塾 ５月～２月 成 人 男 女 
移動研修や蓄積された経験を活かしコケ玉つくり 

や工芸に挑戦し元気な熟年を目指す。 

青少協 １月・８月 児   童 
書初め大会や移動学習会に参加したり、石ころア

ートで楽しい思い出をつくる。 

夢工房「ており」 年 間 一 般 
機織りを通じて染める・織る・創作を通し趣味を生

かし作品づくりに挑戦する。 

山橋地区 

菊花づくり愛好会 
年 間 一 般 

菊づくりを楽しむ人が、情報交換と仲間づくりを 

目指し文化祭に向け、作品作りに挑戦する。 

パソコン教室 ５月～２月 一 般 
よくわかるワード・エクセルの基本を学び文書作

成・表計算に挑戦する。 

 


